
大
田
区
教
育
委
員

会
は
５
日
、
区
立
中

学
校
29
校
（
夜
間
中

学
を
含
む
）
で
来
年

度
か
ら
４
年
間
使
用

す
る
歴
史
と
公
民
の

教
科
書
に
侵
略
戦
争

美
化
・
憲
法
敵
視
の

育
鵬
社
版
を
採
択
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
大
田
区
議

団
は
区
内
団
体
と
と
も
に

区
教
育
委
員
会
に
対
し
て

育
鵬
社
版
の
歴
史
・
公
民

教
科
書
を
採
択
し
た
こ
と

に
直
ち
に
抗
議
し
ま
し
た
。

抗
議
文
で
は
「
育
鵬
社

版
歴
史
・
公
民
教
科
書
は
、

第
一
に
、
太
平
洋
戦
争
は

自
存
自
衛
、
ア
ジ
ア
諸
国

民
を
解
放
す
る
戦
争
と
し

て
、
日
本
の
侵
略
戦
争
を

美
化
・
正
当
化
し
て
い
る

こ
と
、
第
二
に
、
大
日
本

帝
国
憲
法
は
人
権
を
大
事

に
し
た
良
い
憲
法
と
描
い

て
お
り
、
現
憲
法
否
定
の

立
場
に
あ
る
、
第
三
に
、

い
ま
大
問
題
と
な
っ
て
い

る
原
子
力
発
電
を
、
推
進

論
の
立
場
で
書
か
れ
て
い

る
こ
と
、
第
四
に
、
育
鵬

社
の
教
科
書
は
他
社
教
科

書
か
ら
の
盗
用
疑
惑
問
題

も
起
き
て
い
る
こ
と
」
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。
「
侵

略
戦
争
と
植
民
地
支
配
へ

の
反
省
と
そ
の
誤
り
の
清

算
は
、
戦
後
日
本
の
出
発

点
で
あ
り
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
の
絶
対
条
件
」

で
あ
り
、
「
過
去
の
誤
り

に
誠
実
に
向
か
い
合
い
、

そ
の
反
省
の
上
に
平
和
と

民
主
主
義
を
理
念
と
す
る

憲
法
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
は
、
子
ど
も
が
主
権

者
と
し
て
育
つ
た
め
に
不

可
欠
」
と
述
べ
、
教
育
委

員
会
に
対
し
、
今
回
の
育

鵬
社
版
歴
史
・
公
民
教
科

書
の
採
択
を
撤
回
し
、
採

択
し
直
す
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
大
田
区
議

団
は
毎
年
、
区
内
の
障
害

者
、
高
齢
者
、
労
働
者
、

教
育
、
子
育
て
、
中
小
企

業
関
係
な
ど
広
範
な
団
体

と
次
年
度
の
予
算
要
望
の

懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
私
立
保
育
園
の

園
長
先
生
と
の
懇
談
会
を

皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

区
議
団
は
、
現
場
の
切
実

な
思
い
を
受
け
止
め
て
区

長
に
届
け
、
ま
た
、
本
会

議
質
問
や
委
員
会
で
取
り

上
げ
て
実
現
す
る
た
め
に

奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
「
も
の
づ

く
り
経
営
革
新
緊
急
支
援

事
業
」
「
認
可
保
育
園
の

増
設
」
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
」
「
家
具
転
倒
防

止
器
具
支
給
」
な
ど
が
実

現
し
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
要

望
を
お
聞
き
し
、
実
現
に

向
け
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。

日本共産党大田区議団

大田区蒲田5-13-14
TEL 03-5744-1477
FAX 03-3730-3447
E-mail
kugidan@jcp-ota.jp
ご意見、ご要望をお
寄せ下さい。

２０１１年８月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ http://kugidan.jcp-ota.jp/ No.２２５(１)

日本共産党

法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。

お気軽にご利用ください。

９月 １日(木) 午後１時より

９月１５日(木) 午後１時より
場所 日本共産党大田区議団控室
(大田区役所10階) ℡5744-1477

◎予約制です。お早めにお電話下さい。
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大
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大
田
区
南
蒲
田
２-

19-
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五
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六
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六
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す
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や

郁
恵

大
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区
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森
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話
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五
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田

正

子

大
田
区
多
摩
川
２-

24-

62-
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209

電
話

三
七
五
九
ー
六
五
七
九

大

竹

辰

治

大
田
区
西
蒲
田
５-

９-

12

電
話

三
七
三
五
ー
二
六
一
一

藤

原

幸

雄

大
田
区
西
糀
谷
４-

21-

17

電
話

三
七
四
二
ー
二
九
三
六

の教科書撤回を
命とくらし守る自治体へ全力

区
教
委
が
育
鵬
社
版
教
科
書
採
択

日
本
共
産
党
区
議
団
が
抗
議

各
団
体
の
要
望
を
来
年
度
予
算
へ区

議
会
日
程
（
案
）

９
月７

日
（
水
）
議
会
運
営
委
員
会

８
日
（
木
）
請
願
・
陳
情
一
次
締
切

13
日
（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

15
日
（
木
）
第
３
回
定
例
会
（
第
１
日
）

代
表
質
問

す
が
や
議
員

請
願
・
陳
情
二
次
締
切

16
日
（
金
）
第
３
回
定
例
会
（
第
２
日
）

一
般
質
問

和
田
議
員

20
日
（
火
）
常
任
委
員
会

21
日
（
水
）
常
任
委
員
会

26
日
（
月
）
特
別
委
員
会

28
日
（
水
）
第
３
回
定
例
会
（
第
３
日
）

29
日
（
木
）
常
任
委
員
会

30
日
（
金
）
決
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

佐
藤
議
員

10
月３

～
７
日
（
月
～
金
）
決
算
特
別
委
員
会

12
日
（
水
）
第
３
回
定
例
会
（
最
終
日
）

○
議
会
へ
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

請
願
・陳
情
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



８
月
５
日
、
日
本
共
産

党
大
田
地
区
委
員
会
と
大

田
区
議
団
は
原
発
か
ら
の

す
み
や
か
な
撤
退
を
求
め

る
署
名
（
第
１
次
分
）
４

０
６
３
筆
を
国
会
に
届
け

ま
し
た
。

対
応
し
た
笠
井
亮
衆
院

議
員
は
、
九
州
電
力
の
や

ら
せ
メ
ー
ル
は
関
連
会
社

の
社
員
の
な
か
で
「
こ
れ

は
、
法
令
に
違
反
す
る
こ

と
で
は
な
い
か｣

と
話
し
合

い
が
始
ま
り｢

ど
こ
か
に
相

談
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と

で
日
本
共
産
党
県
議
に
話

が
来
た
こ
と
を
紹
介
。

「
赤
旗
の
ス
ク
ー
プ
、
国

会
の
質
問
と
草
の
根
で
の

運
動
と
の
連
携
が
広
が
っ

て
い
る
」
こ
と
を
報
告
。

参
加
者
か
ら
は
「
駅
頭
で

署
名
活
動
を
し
た
り
、
町

工
場
の
社
長
が
福
島
に
工

場
が
あ
る
、
他
人
事
で
は

な
い
と
快
く
署
名
を
し
て

く
れ
た
な
ど
、
い
ろ
ん
な

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
説
明
。
笠
井
議
員
か
ら

「
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
が
あ
り
、
み

ん
な
で
奮
闘
す
る
こ
と
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

７
月
23
～
25
日
、
奈
良

で
行
わ
れ
た
第
53
回
自
治

体
学
校
に
党
区
議
団
４
名

で
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
ホ
ン
モ
ノ

の
地
方
自
治
は
こ
こ
に
あ

る
」
で
し
た
。

震
災
後
、
自
治
体
の
役

割
の
重
要
さ
が
改
め
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
田
区
は
「
民
間
で

で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」

の
流
れ
の
中
で
職
員
を
減

ら
し
、
民
間
委
託
や
指
定

管
理
者
制
度
導
入
な
ど
行

政
と
し
て
の
責
任
を
放
棄

し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
に
は
「
住

民
の
福
祉
の
増
進
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

原
点
に
立
ち
返
り
住
民
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
大
田
区
に
す
る
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

今
年
の
日
本
母
親
大
会

は
７
月
30
～
31
日
、
「
世

界
の
母
親
・
女
性
が
手
を

つ
な
ぎ
、
核
戦
争
か
ら
子

ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
１
９
５
５
年
に
始
ま
っ

た
母
親
運
動
の
原
点
の
地
・

広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
湯
浅
誠

さ
ん
の
「
貧
困
な
く
し
人

間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社

会
を
つ
く
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
。
「
社
会

の
さ
ま
ざ
ま

な
歪
み
の
中

で
、
生
ま
れ

た
新
し
い
言

葉
、
就
活
・
婚

活
・
ぼ
ー
っ
と

生
き
て
い
て

は
い
け
な
い
よ
、
生
活
す

る
に
は
活
動
し
な
く
て
は
」

「
社
会
に
は
な
い
も
の
が

多
い
が
、
な
け
れ
ば
作
る

こ
と
だ
。
制
度
に
人
間
を

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

人
間
に
合
わ
せ
て
制
度
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
、
今

は
そ
れ
が
で
き
る
時
代
」

と
い
う
内
容
で
し
た
。
ク

ミ
コ
さ
ん
の
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
～
祈
り
～
」
は
感
動
も

ひ
と
し
お
。
吉
永
小
百
合

さ
ん
の
朗
読
も
、
大
変
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
６
～
８
日
に
群
馬

県
前
橋
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
岩
手
県
陸
前
高
田

市
の
保
育
園
長
の
「
３
月

11
日
お
昼
寝
中
に
地
震
に

襲
わ
れ
、
パ
ジ
ャ
マ
姿
、

は
だ
し
の
ま
ま
、
お
迎
え

後
に
園
に
残
っ
た
30
数
人

の
子
ど
も
達
と
津
波
か
ら

逃
げ
て
い
る
途
中
『
私
の

こ
と
は
お
い
て
い
き
な
さ

い
』
と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
」

と
の
報
告
に
、
改
め
て
悲

惨
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
園
長
は
「
ゼ

ロ
歳
児
３
人
に
保
育
士
１

人
、
１
歳
児
６
人
に
１
人

の
最
低
基
準
で
は
子
ど
も

達
を
守
れ
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

福
島
市
の
保
育
園
長
は

「
放
射
能
災
害
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
」
報
告
を
し

ま
し
た
。

政
府
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
「
子
ど
も
新
シ
ス

テ
ム
」
分
科
会
で
は
、

「
新
シ
ス
テ
ム
」
は
、
営

利
企
業
が
参
入
し
自
治
体

の
公
的
保
育
を
解
体
し
、

保
育
園
を
見
つ
け
る
の
は

保
護
者
、
保
育
料
も
預
け

た
保
育
園
で
決
め
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
ど
の

子
ど
も
達
に
も
平
等
に
行

わ
れ
た
保
育
が
、
行
わ
れ

な
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
を
守
る
た
め

に
、｢

子
ど
も
新
シ
ス
テ
ム｣

の
法
案
を
通
さ
な
い
た
め

に
世
論
と
運
動
を
つ
く
る

た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
み
な
ら
ず

国
連
と
６
ヵ
国
の
政
府
が

参
加
し
、
国
連
事
務
総
長

か
ら
「
皆
さ
ん
の
一
筆
一

筆
の
署
名
が
発
展
し
つ
つ

あ
る
核
兵
器
廃
絶
の
歴
史

的
プ
ロ
セ
ス
へ
の
人
々
の

参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。
」

と
エ
ー
ル
を
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
へ
の
運
動
の

広
が
り
と
、
国
際
社
会
か

ら
広
く
認
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
放
射
線
被
害

を
生
み
出
し
た
原
発
か
ら

の
撤
退
運
動
へ
の
連
帯
表

明
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
菅
首
相
が
「
究
極

的
」
と
先
送
り
発
言
し
た

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
運
動
が
大
事
で
す
。

２０１１年８月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ 「日本共産党大田区議団」で検索 No.２２５(２)

ホ
ン
モ
ノ
の
自
治
体
は
こ
こ
に
あ
る

自
治
体
学
校
in
奈
良

母
親
大
会
に
参
加

金
子
悦
子

「
新
シ
ス
テ
ム
」
法
案
通
さ
な
い
世
論
を

全
国
保
育
合
同
研
究
集
会

す
が
や
郁
恵

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
広
が
り
実
感

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

黒
沼
良
光

「原発から
すみやかな撤退」
署名4063筆

国会に提出

平和の門の碑

ポスターできました

世論と運動で税金
のムダ遣いを止め
させましょう

戦
争
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う


